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はじめに
教育基本法改訂に基づき，平成 20 年 1 月の中央教育審議会の答申において，幼
稚園での生活と家庭などでの生活の連続性の確保ということが改善の基本方針の 1
つに挙げられている（注 1）。答申にいたるまでの審議概要には，幼稚園生活と家庭
生活の連続性を踏まえた幼児教育の充実とし，○心のよりどころとしての過程を大
切にしようとする気持ちが育つこと　○家庭と連携しながら，基本的な生活習慣が
身につけられるようにすること　○家庭との連携に当たっては，保護者の幼児期の
教育に関する理解がより深まるようにすることと述べられている。
幼稚園は，明治 20 年以降から，両親教育や家庭教育をおこなってきている。村
山貞雄の昭和 42 年の調査でも，全国の多くの幼稚園で「母の会」を発足し，しつ
けや親の子育て方法，子どもの健康を考えた料理指導に至まで，家庭教育の指導を
していた（注 2）。しかし，今日の家庭教育指導は，価値観の多様化や少子化，核家
族による環境の中で，多様に求められ，子育ての援助やサービスも不可欠になって
いる。だが，本当の意味での支援は，子どものよりよい成長のためにおこなわなけ
ればならない。そのために，幼稚園は，幼児の健やかな成長のために，親も育てな
ければならない役割がある。また，平成 20 年度の答申には，幼稚園から高校まで
の全てで，体験と言葉の重視が改善充実に挙げられており，その体験のひとつとし
て絵本の読み聞かせが挙げられている。絵本の読み聞かせの重要性については，幼
稚園教育要領　保育内容『言葉』にも明示されており，絵本を見たり聞いたりした
内容を自分の経験と結びつけ，想像し表現すること，絵本や物語から新たな世界に
興味や関心を広げていくことの重要性が述べられている。この点からも，絵本の読
み聞かせは，子どもの知恵，知識，感性，育ちにおいてとても重要であると考えら
れる。幼稚園の集団の場では，全体の幼児の興味・関心から保育者が絵本を選択し
読み聞かせ，共通の絵本から新たな世界に興味や関心を広げていくことができる。
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しかし，絵本特有の細かな絵をじっくりみて，感じたり考えたりすることは，集団
で使う教材としては難しい。また，幼児一人ひとりの興味関心や好み，読書のペー
スに合わせていくことも難しい。
そこで本研究は，絵本を通して，子どもの主体性や自発性，言葉への感覚を高め，
感性を豊かにすることを願い，親に絵本読み聞かせの指導をおこなっている A 幼
稚園の取り組みを調査研究することとした。A 幼稚園の園と家庭に絵本を取り入れ
た教育は，絵本をより楽しみ，深め，広げることのできる取り組みであると考える。
また，絵本の読み聞かせにより，家庭と園をつなぐ有効な教育の方法であると考え
る。そして，絵本を通し家庭生活や親の子どもに対する思いを幼稚園は知ることが
できると考える。また，読み手である親を教育することにより，子育てのあり方や
子ども理解を深める教育となる。そこで，家庭（母親）での絵本の読み聞かせ指導
から，①子どもにとっての絵本の読み聞かせの意味，②親と子にとっての読み聞か
せの必要性，③幼稚園の家庭教育のあり方や役割について探ってみたい。
１．A 幼稚園の概要と絵本の貸し出しの経緯
（１）幼稚園の概要
N 市の中心地にある A 幼稚園は，100 年以上の教育実践を持つ幼稚園である。
フレーベルの精神（恩物主義でない）を生かした教育であり，自由な保育の教育が
おこなわれている。また，1980 年頃から幼児出生率の低下が問題となり，年令の
枠を外し，未来を担う人物育成の為に縦割り保育の形態をとり実践している。教員
構成は，園長，主任，クラス担当者 4 名，クラス担任兼預かり保育 1 名である。
（２）絵本貸し出しの経緯
1966 年，幼稚園の蔵書は 70 冊ほどであった。当時の各家庭の子どもの本はさ
らに少ない状況であった。子どもにたくさんの本を与えたいが，個人の経済力では
限りがある。また，どのような本を子どもに与えたらよいのかなど，親の願いが幼
稚園に寄せられていた。そこで，6 年間をかけ，416 冊に増やし，1972 年 2 月よ
り絵本の貸し出しを始めた。当時，貸し出しを受ける責任者は親であったため，送
り迎えの際に貸し出していた。1972 年 2 月～1973 年 6 月までの，絵本貸し出し
の状況を親に伝え，次のような課題を投げかけ読書についての指導が始まった。ス
タートの翌年から，親が本を選ぶのでなく，親の会代表者と保育者が良い本と考え
た中から，子どもが本を選ぶ方法とした。
家庭での絵本の取り扱いについて保護者に次のような問題を提起している
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①　選書について
・子ども自身が選んで借りているのか，親が選び与えているのか。貸し出しが多
い本ほど文字が多くストーリが長く背伸びをした本選びをしていないか。そして，
子どもの欲求，年令，読書暦に合っているか。
②　家庭での読み聞かせについて
・母親が読み聞かせるか。子どもに自分で読むようにさせているか。借りるだけ
でほとんど見ないか。本に対する子どもの反応はどうか。喜んで見た（聞いた）か。
すぐあきてしまったか。興味を示さなかったか。など絵本のあり方について問い
かけた。その後も，定期的に絵本の貸し出し現状や，幼児が借りるときにつぶや
いた言葉，家庭からの感想をまとめ，絵本の読み聞かせについて啓蒙している。
２．A 幼稚園の絵本読み聞かせの指導
（１）園内の絵本管理と絵本指導の担当者
・絵本の貸し出し指導と親との連絡（親の感想に対するコメント記入）･･･主任
・絵本の購入計画･･･主任・保育者
・絵本の管理（購入～処分）･･･預かりと加配担当保育者
・子どもの絵本指導･･･各担任
・絵本の整備･･･全保育者・保護者
（２）絵本の読みきかせ指導
本好きな子どもにするためにではなく，子どもは本が好きであるとし子どもを楽
しい絵本の世界に導く方法を入園時に口頭と文書にて指導する。
①本の与え方について
・本は，親が子どもに読んであげましょう。
もう字が読めるから自分で読みなさいは，本嫌いになる。字が拾い読みで
きても，話の内容はほとんど理解できない。おもしろくない。親に読んでも
らうことにより，内容の理解が何倍もでき楽しい。
・心を込めて読んであげましょう。
親に読んでもらった楽しさの感動は一生，心に残る。事務的に読むのでは
子どもは喜ばない。子どもは本の内容ばかりでなく読み手の心までを感じて
いる。
・読んでいるとき質問はやめましょう。
絵本に真剣に見入っているとき，子どもは主人公になりきって，話の世界
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を楽しんでいる。お話を楽しむことが，本好きになる基本。質問によって現
実の世界に引き戻すことはよくない。
・読み終わって感想を聞かないでください。
1 冊の本を読んでもらった時，子どもの心は感動に満ちている。その感動
を質問によって壊さないで欲しい感動する心をそっと見守る。
・躾やお説教の道具に本を使わない。
お説教されるために本を読んでもらって楽しいはずがない。本から子ども
遠ざける。
・その他
借りた本は必ず 1 回は読んであげて欲しい。字の読める子も読んでもら
うことが大好きであることを指導する。みんなの絵本であるために大切に扱
うことを子どもと共に親にも指導する。
②「読み聞かせ記録」の指導
「読み聞かせ記録」は，月日・題名・自由欄になっており，自由欄には，絵本を
読んだ感想や読み聞かせの時の子どもの様子など気軽に書くように指導。提出され
た記録は，対し全員に，園担当者（主任）が必ず一言コメントを書き次の絵本貸し
出しに返す。
③貸し出し期日
借りる日･･･木曜日，返す日･･･火曜日，一回につき 1 冊（原則）
３．親の読書に対する意識調査（アンケート）
幼稚園の長年の取り組みであるが，子どもが絵本を借りてくることに対して親は
どのように思い，家庭の中でどのように読まれているのかなど，実態をはじめに調
査することとした。
（１）調査方法
7 項目についてアンケートをおこなった。回答は，（はい・いいえ）選択および
記述式。
対象：2006 年度在園の保護者　　　　　期間：2006 年 11 月
調査方法と内容：アンケート用紙による調査。
配布と回収数：配布 80 人（年少 20・年中 30・年長 30）　回収 55（回収率 68.8％）　（年
少 20（回収率 100％）・年中 14（回収率 46.7％）・年長 21（回収率 70％））
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（２）アンケート結果
回答者の 100％の親が，「我が子が借りてくる本を楽しみにしている」との回答
であった。しかし，子どもの選書について，3 人の保護者から，年齢より幼いもの
を借りることに物足りなさを感じるが，成長を見守っているコメントがあった。
絵本の読み聞かせは，いつ，どなたが，どのようにおこなっていますか。
の質問については，下記のような結果であった。
年少（％） 年中（％） 年長（％） 全体（％）
いつ
幼稚園帰宅後すぐ 3（15.0） 2（14.3） 4（19.0） 9（16.4）
夕食後 2（10.0） 0 1（4.8） 3（5.5）
就寝前 13（65.0） 14（100） 14（66.7） 41（74.5）
他（頼まれればいつでも） 7（35.0） 3（21.4） 6（28.6） 16（29.1）
どなたが
母 20（100） 14（100） 21（100） 55（100）
父 7（35.0） 6（42.9） 9（42.9） 22（40.0）
兄姉 1（5.0） 2（14.3） 4（42.9） 7（12.7）
祖父母 0 2（14.3） 0 2（3.6）
どのように
膝に抱っこして 8（40.0） 5（35.7） 8（38.1） 21（38.2）
横や正面に座って 11（55.0） 4（28.6） 9（42.9） 24（43.6）
きょうだい囲んで 4（20.0） 5（35.7） 9（42.9） 18（32.7）
一緒に布団の中で 9（45.0） 8（57.1） 8（38.1） 25（45.5）
その他 0 0 1（4.8） 1（1.8）
・母親が主におこなっている。また，母親が読む場合には，就寝前に一緒に布団
に入り読んでいる家庭が多く，寝かしつけるものとしても活用されている。
・きょうだいがいる家庭では，幼稚園帰宅後や夕食後にきょうだいも一緒に読み
きかせをしてもらっており，きょうだいもとても楽しみにしているというコメ
ントがある。
・40％の父親が，時間があるときや，休日の時には積極的に絵本を読み聞かせ
ている。
４．読み聞かせと家庭教育と幼稚園教育の連携
2007 年度 5 歳児（3 年保育）16 名の 3 年間の読書記録から，□Ⅰ月の平均貸し出
し冊数が一番少ない子ども　□Ⅱ母親は読み聞かせの経験が多くあり，父親にも読み
聞かせを多くしてもらっている子ども　□Ⅲ出産があり家族構成に変化があった子ど
も　□Ⅳなかなか年令にふさわしい絵本が選べない子ども，の 4 名を選び，①子ども
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の選んだ絵本の内容　②親の読み聞かせの感想の内容　③絵本を通した家庭での取
り組み　④幼稚園の援助（指導）の内容に整理し，絵本の読み聞かせの教育的意味
や家庭教育の幼稚園の役割について考察する。
調査期間は，2005 年 5 月～7 月・9 月～3 月，2006 年 5 月～7 月・9 月～3 月，
2007 年 5 月～6 月までの 22ヶ月間。□Ｉのみ 2005 年 9 月 19ヶ月間である。
（１）読み聞かせを通した親と子の育ちの姿と家庭と園との連携
事例□Ⅰ：1 月の平均貸し出し冊数が比較的少ない男児（家族構成：父・母）
①子どもの選んだ絵本の内容
5 人の 1ヶ月の平均貸し出し 2.75 冊に比べ 1.23 冊と少ない。また，図鑑が
48.1％，CD 付きや仕掛け絵本 11.1％。しりとりなど遊べる絵本 3.7％。絵本（お
はなし）37.0％。である。
②親の読み聞かせの感想の内容
絵本指導にあたっても，子どもにわかりやすくするためにいろいろな質問や話し
合いをする。はじめに絵を見せてから読みきかせをするなど熱心に書かれている。
図鑑においては，恐竜のジュラ紀などあれこれと説明をしているが，図鑑は読み物
でないとし，子どもに一人で見るように指導している。また，父親が一度絵本を読
み聞かせているが，父親が楽しんで読む方法と自分の読み聞かせとの違いを書いて
いる。
年少 9 月頃から，「一文字一文字読んでいたので嬉しい」「しりとりあそびをし
たらこどもにまけてしまうほどだった」など，我が子の成長にたいする感想がある。
また，絵本の選択について，「子どもが選ぶ絵本の好みは個の自由であるが，でき
ることなら親の権力を使いたい」と述べている。『からすのパンやさん』では，父
親からすが朝から仕事に忙しく，母親からすが育児や家事を一人でやらなければな
らないと，自分の育児の大変な思いを保育者に絵本を通して伝えている。『森のず
かん』では，幼少期の父との思い出を懐かしむ感想が書れている。
③絵本を通した家庭での取り組み
『しりとりあそびえほん』からしりとりを母と子でする。
『クリスマスのえほん 12 月』CD にあわせ母と子で歌う（この絵本は，年少と
年中の 12 月に借りている）
④幼稚園の援助（指導）
父親の読み聞かせの感想から，父母それぞれの読みきかせを，子どもは楽しんで
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いたのではないか，絵本を大人も楽しむことや，読んであげることの大切さをやん
わりと回答。また，選書に対し，子どもは成長と共に変わるということと，人それ
ぞれに思いや考えが違うということを指導。そして，わが子の成長の喜びに対して
は，常に共感しつつ，絵本を楽しむ子どもの思いを「きっと，こんな気持ちだった
のかもしれませんね」などと代弁している。
＜考察＞
子どもに読ませることや理解させることでは，絵本の楽しさは感じられない。し
かし，子どもは母の思いや考え方を敏感に感じ，親の思いに沿うようにしている姿
が見える。また，母親の子育ての全てをしているという責任や負担が絵本の記録か
ら見える。絵本を通すことにより，親の内面が絵本に投影され自己を振り返るきっ
かけとなるのではないかと思う。
事例□Ⅱ：母親は読み聞かせの訓練を受けた経験があり父親の読み聞かせも多くして
もらっている男児（家族構成：父・母・弟）
①子どもの選んだ絵本の内容
1ヶ月の平均貸し出し 2.68 冊。また，絵本（おはなし）が 89％を占め，年中の
1 月～2 月には，100P に及ぶ『ダンプえんちょうやっつけた』や『おしいれのぼ
うけん』，昔話『つるのおんがえし』など借り，年長の 6 月，7 月にも再び読みき
かせをしてもらっている。図鑑はまだ借りていない。体の絵本については，かこさ
とし『カユイカユイ』『ゲーとピー』（2 回）借りている。他は，『てじな』の絵本
が 1 冊である。また，ひとまねこざる，おさるのジョージのシリーズは，2 回～5
回と繰り返し借りている。
②親の読み聞かせの感想の内容
子どもが自分とは異なった絵本に出会えることを楽しみにしているという感想が
書かれている。そして，絵本のどの部分を喜んでいたか，子どもの興味はどこにあ
るのかを観察している。絵本を通して，「長い作品を見ていられるようになった」「四
季が感じられたことが嬉しい」「年中を楽しみにする子どもの姿が嬉しい」「科学的
な発言に驚いた」「子どもの素直さを発見した」「帰宅を待ちきれずに読む姿を喜ぶ」
「ナンセンス本がわかり，親子で遊べた」「読むたびに興味や質問も高度となる。ま
た，感じ方が違ってきて理解が深まり，弟に説明をする姿があった」という喜びが
書かれている。時には，他の遊びに熱中し絵本から離れてしまった時も，夢中に遊
ぶわが子の成長を喜んでいる。
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③絵本を通した家庭での取り組み
絵本の読み聞かせが，生活の中で習慣化された。
わざと間違えて読む父親の読み聞かせを楽しく，休みの日や時間のあるときは父
親が読むことになる。子どもが，食べ過ぎで吐いた経験から借りてきた『ゲーとピー』
では，科学的な説明をする父親に尊敬する家族の姿も書かれている。
『ねずみくんのホットケーキ』から，食事の配膳など手伝いをさせることを家族
で相談し決める。『パディトンのアイスクリーム』では，子どもが，たくさんのア
イスクリームに憧れをもって読み聞かせに耳を傾ける姿から，何でもほしいものを
与えることに対し，飽食の時代であるからこそ大切ではないかとしつけを振り返る。
また，『おしいれのぼうけん』では子どもの頃の気持ちを親が思い出し，押入れを
開放し遊び場にするなど，絵本が家庭生活の中に影響している。
『ろけっとこざる』を祖父母に読んでもらい絵本のロケットを共に作ってもらう。
祖父母との関係に母親も嬉しく感じ親しみを感じる。
家族で絵本を作り（子どもが絵を描き言うことを書く）家族で楽しみ，夫婦間で
も絵本を通した会話が増える。また，絵本の講演会に親子で行くなど，共通の興味
となる。
④幼稚園の援助（指導）
親が観察し，感じた子どもの姿に対しては常に共感している。時には絵本の作者
や内容について語り合ったりもしながら，親の興味や関心に答える。父親の協力や
育児参加についての感謝の気持ちを述べながら，母親の父親に対する尊敬や感謝の
気持ちが家庭教育には大切であると伝えている。
＜考察＞
絵本の読み聞かせが習慣化され，家族共通の話題を持つことにより，親子や祖父
母ともつながっている。また，絵本を通し，子ども達の父親を尊敬するまなざしを
母親が感じ喜ぶことは家庭教育に重要と考える。
絵本を読むだけでなく，その子の興味関心に合った遊びへの発展や話題の広がり
など，集団ではできない，家庭ならではの教育であると考える。
事例□Ⅲ：出産により家族構成に変化があった女児（家族構成：父・母・姉・妹）
①子どもの選んだ絵本の内容
1ヶ月の平均貸し出し 2.82 冊。96.8％が絵本（おはなし）である。12 冊の絵本
については，2 回～3 回借りている。2 歳違いの姉がいるためか，読み聞かせの経
験があり，自分のお気に入りという表現で借りている。
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②親の読み聞かせの感想の内容
姉が借りていたのと同じものを借りてきて，寝る前の読みきかせを楽しみにして
いる姿や，大切に枕元においている姿に喜びを感じている。
年少の頃，母親の妊娠から，あかちゃん帰りを始めた子どもに，まだ幼いと思う
気持ちや赤ちゃんができたら大丈夫かといった不安を読みきかせをしながら感じた
と書いている。時には，借りてきた絵本に対して，きょうだいで絵本について話し
ている姿を見て嬉しい母の思いが書かれていた。年中春，妹　誕生。里帰り中『か
ぜひきのころわん』の読みきかせをしながら，3 人の母としての覚悟としっかりし
ていかなければという思いをこの絵本にかぶせていた。忙しい子育ての中，絵本を
読みながら子どもをぎゅっと抱きしめた。また，シリーズ絵本を毎日のように借り
てくる子どもに対し，子どもが好きな絵本ならば，ゆったりと読んであげようとい
う思いになっていた。秋，『月をみよう』では，子どもと月を見上げる時間を作ろ
うと記述されていた。また，『かぜひきのころわん』を読み，季節の移り変わりを
実感し，いつの間にかすっかりお姉ちゃんになった子どもに喜びを感じている。冬
には，母としては大変だが，毎晩の読みきかせを楽しみにしている子ども達に対し，
もっともっとたくさん読んであげたいと言っている。
年長となり，子どもから図書館に行きたい。本を借りたいと言われ，読書を親子
で楽んでいる。笑顔を忘れず子どもと過ごす時間を作ろうと書かれている。
③絵本を通した家庭での取り組み
絵本の読み聞かせが就寝前の楽しみとなる。
絵本から，季節を感じたり，忙しい生活を振り返る時間となる。
④幼稚園の援助（指導）
出産に向けての母親の想いに対して共感している。園でのごっこ遊びでは，お母
さんになった気分で遊んでいることなどを伝えたり，まだまだできないことがいっ
ぱいあって当然であることを伝えながら，母親の焦りや大変さに共感する。また子
どもの甘えたい気持ちに対して，幼稚園でも受け止めていることや，きょうだいで
育ちあうことができ，羨ましいと伝えている。忙しい毎日であっても母の優しいま
なざしと子どものまなざしが会うだけで子どもの気持ちは穏かにやさしくなれると
伝えている。
＜考察＞
忙しさに追われている日々の中で振り返る時間が読み聞かせにあった。忙しいか
らできないのでなく忙しいからこそ必要な指導であると思う。幼稚園と家庭が記録
を交換することにより，赤ちゃん誕生にむけて，親子共に心の準備をしているよう
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すが分かり，園での援助にも役立つと思われる。絵本を読み聞かせながら浮かぶ思
いは，他の連絡帳ではなかなか書かない心の連携であると考える。
事例□Ⅳ：なかなか年令にふさわしい絵本が選べない男児（家族構成：父・母・姉）
①子どもの選んだ絵本の内容
1ヶ月の平均貸し出し 2.45 冊。全て違う絵本であり，同じものは借りていないが，
もりのゆうびんやさんのシリーズや，ねずみくんのチョッキのシリーズなど，姉が
以前に借りてきた絵本を頼りに選んでいる。絵本（童話3冊含）が75.9％占めている。
図鑑は，20.3％である。
②親の読み聞かせの感想の内容
初めて借りた絵本は，『もりのクリーニングやさん』であるが，自分で借りてき
たことを喜ぶが，長くてあきてしまったり，『むしをさがそう』では，絵を見て大
興奮し読むどころではない状態であったり『もりのアイスクリームやさん』では，
母のために借りてきたと言い，読み聞かせ後感想を求めた。表紙の絵を見て借りて
くるのだが，長くて難しく本人もさっぱり内容がわからないと言っていたなど，エ
ピソードを書き，いつになったら，ふさわしい絵本を借りてくるようになるのか楽
しみにしており，だんだんと，「聞いてはいないが最後まで膝の上に座っているよ
うになった。」「静かに最後まで聞くようになってきた。」と変化を書いている。
年少の 1 月は，『こねこねこねこ』の絵本を，「かわいいなあ」と言いながら見
とれて聞いていた。『恐竜図鑑新事典』では，なんて書いてあるのかと盛んに聞く
ようになる。など，変化を記述している。2 月，『りんごがたべたいねずみくん』
を覚えるほどに読み，隣のおばあちゃんにも読んでくる子どもの姿から，親は，子
どもがちょうど良い本に出会ったことを確信する。この頃から，字が読めるように
なる。年中の 5 月には，カタカナも読めるようになり，帰宅が待てずに帰りの車
内の中でも読んだり，読みきかせをせがみ楽しむようになったという記述が増える。
また，読んでもらっている時は，母親の顔をさわることも楽しみにしていると，子
どもの甘えたい心も受け止めている。
子どもの選ぶ絵本に対して，簡単な絵本であるが本人は嬉しそう，とか，ダイナ
ミックな絵は，男の子にぴったりかもと考えるようになる。また，親子共に好きな
本や家にある本と同じ作者の絵を見つけて楽しむようになっていると書かれてい
る。
③絵本を通した家庭での取り組み
姉と一緒に読むこと，親に読んでもらうことが日課となる。
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④幼稚園の援助（指導）
表紙の絵を楽しむことも，たくさんの本の中から 1 冊を選ぶことも，絵本の楽
しみであると伝え焦らずに見守ろうと伝える。そして，子どもが選んだ絵本から，
大人の見方と子どもの見方の両方から，友だちと同じでなく，自分の意志で，自分
で選ぶことから必ず自分にふさわしい絵本を見つけ出していくということと，そこ
に意味があることを伝える。また，子どものわずかな変化を書く母親に対し共感し，
共に喜びあっている。
＜考察＞
姉がいることから母親にも余裕があるのか，子どもが自分で絵本に出会うことを
待ち，読みきかせを楽しんでいる。幼児の借りた絵本の内容は，姉が借りてきた絵
本からスタートし，だんだんと自分の趣味に合う表紙の絵の絵本を借りているよう
である。子どもが絵本を楽しいと思った時の吸収力には驚くばかりである。また，
虫の本だと思って借りてきた『サクラ』の本から，木のことを知り，サクラの木に
似た『りんご』の絵本をじっくり見たことから，再び『りんごがたべたいねずみく
ん』を見たとき。絵本を通した様々な体験が，今までに無い感動と楽しさになった
のではないかと考える。
まとめにかえて
（１）幼児にとっての絵本とは
絵本の読書記録から，絵本は，見たり聞いたりした内容を自分の経験と結びつけ，
想像し表現したり，絵本や物語から新たな世界に興味や関心を広げていくことであ
ると考える。そして，幼児にとって絵本は，大人が思うほど読んでやればすぐに分
かり楽しいものではない。絵本がおもしろいとは，わかるということである。Ⅳの
事例のように，絵本の世界が子どもの心にしっかりと収まった時に，ものすごい勢
いで吸収し，発展し自分のものにしていく。そのためには，子どもの興味や要求の
ペースに合わせて，根気よく積み重ねることが必要である。また，絵本は，絵を読
み，何度も何度も繰り返し読みこむことが大切となる。このことから，集団での読
み聞かせだけでは限界があると考えられる。この点からも，親の読み聞かせは大変
子どもには重要であると考える。しかし，親の読み聞かせのあり方が影響する。た
くさんの大人が選んだよい絵本の中から幼児も選ぶことができることと，文字を読
むことばかりでなく，絵をじっくりと読み，時にはカタログのように見ることも，
幼児の絵本の始まりであるということが必要であることを親に発信していくことが
不可欠であると思う。また，事例Ⅱ・Ⅳの記録から，幼児にとって絵本の世界は，
絵空事でなく，現実の中でも生かされたり，再確認するかのように遊びの中で体験
している。幼児の生活環境である幼稚園と家庭が連絡を取り合い，幼児の育ちを見
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守る環境も重要と考える。
（２）読み聞かせと家庭教育
事例Ⅰ・Ⅲのように，忙しい時，親は絵本に癒され，懐かしく思い自分を振り返
ることができる。時には人生の手本のように感じることさえある。そして，親子で
共通の絵本を読むことにより，心が通い合う実感も得られる。家庭での絵本の読み
聞かせは，親と目を合わせ肌が触れ合う直接な語りかけや，膝の上や肌のぬくもり
を感じながら，くり返し楽しむことができるのが家庭でのよさである。子どもを肯
定的に感じ，子どもの姿の再発見や成長を感じるよい機会となると考える。これは
父親でも母親でも得られる実感である。
読み聞かせの活動は，幼児の教育ばかりでなく，子どもと両親をつなぎ，子ども
の成長を願う親と保育者の共通の話題となるため，絵本の読み聞かせの指導は，家
庭教育に有効な教材であると考える。一方，絵本を読み聞かせることは，自分で読
書ができる子どもになるための教育と考えたり，絵本から様々なことを学ばせたい
という願いも本音であるため，読み聞かせの指導や親の焦りや迷いへの援助は，不
可欠と考えられるためこの点については幼稚園の指導が必要であると考える。
（３）家庭教育の幼稚園の役割
幼稚園は，子どもの最善の利益とも言える子どもの興味や関心を育て，生きる力
にあふれた子どもになるように家庭と連携していくことが求められる。
家庭との連携は，登園時，降園時の親と保育者の会話や連絡帳等がある。しかし，
絵本を通すことにより，子どもなりの楽しみや思いを親に伝え，理解してもらうこ
とができやすいのではないかと考える。事例Ⅰ～Ⅳのように，子どもが選んだ絵本
を元に，親と保育者が，子どもにとって必要なことを絵本を通すことにより客観的
に自己を見つめ，伝え合うことができる。また，絵本の感想という書き方であるか
らこそ書ける心の内面もある。この関係を大切にしながら，親の思いに常に共感し
つつ，子育てに対しポジティブに考えられるような援助は大切な取り組みであると
思う。そして，絵本の読み聞かせを日々積みかさねていくことにより，子どもの発
達や成長を保育者とともに実感できることは，家庭教育に大切であると考える。
集団生活を円滑にするために親のモラル教育も重要である。A 幼稚園の絵本は破
れている本が無い。幼稚園の全員が大切に扱っている。返す日については，100％
といっていいほど，どの家庭も守っている。たとえ破れても返す前には家庭で修理
し，どの親もわびの手紙を添えて子どもに持たせている。このような親の姿勢は，
子どもにとって大切な家庭教育であるのではないかと考える。
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資料：事例Ⅰ～Ⅳの幼児が読んだ絵本リスト（太字は，シリーズで刊行されている絵本。斜め字は，図鑑や
絵本を通して遊べる絵本）
事例□Ⅰ：どんなきぶん　恐竜図解新事典　こねこねこねこ　もぐらとじどうしゃ　かぶとむしはどこ　くり
すますの 12 にち（2 回）　トリケラトプスジュラ紀にいく　とっきゅうでんしゃあつまれ　虫の飼いかたさ
がしかた　だめよデイビット！　ごめんねともだち　だんまりこうろぎ　ポットくんとミミズくん　ゆきの
ひのホネホネさん　こうちゅう　夏の虫夏の花　科学のアルバムカブトムシ　昆虫のかいかたそだてかた　
いろんな場所の虫さがし　ピータラビットのおはなし　しりとりあそびのえほん　にんじんはたけのパピプ
ペポ　地面の下のいきもの　森のずかん
事例□Ⅱ：ねみちゃんとねずみくん　くんくんとかじ　ぼくのくれよん　くろくんとふしぎなともだち　こい
ぬのくんくん　ねずみくんのホットケーキ　ケーキができたわけ　ねずみくんとゆきだるま　ひとまねこざ
るびょういんへいく　なにかしら　ぼくのいえができる　ろけっとこざる　じてんしゃにのったひとまねこ
ざる　パディトンのアイスクリーム　たいへんなひるね　まどからのおくりもの　ぐりとぐらのうたうた 12
つき　しずくのぼうけん　ねずみのさかなつり　おさるのジョージチョコレートこうじょうへいく　みみず
のオッサン　あしたもともだち　おばけかぞくのいちにち　もりのおもちゃやさん　こわーいはなし　おさ
るのジョージスキーへいく　ゲーとピー　ひとまねこざるときいろいぼうし　カユイカユイ　もりのゆうび
んきょく　おさるのジョージパンケーキをつくる　おさるのジョージえいがをみる　14 ひきのせんたく　　
ぼくのくれよん　ダンプえんちょうやっけた　おしいれのぼうけん　つるのおんがえし　ねぎぼうずのあさ
たろうその 3　おおきなおおきなおいも　さっちゃんのまほうのて　てじな　ともだちくるかな
SachikoUsui.indd   13 2009/03/16   15:31:17
44                       　　清泉女学院短期大学研究紀要（第 27 号）
事例□Ⅲ：ふしぎなたまご　とりかえっこ！ねずみくんのチョッキ　さーかす　ふたつのいちご　こいぬのく
んくん　ねずみくんのひみつ　コップをわったねずみくん　ねずみくんねずみくん　ねずみくんとゆきだる
ま　ねみちゃんとねずみくん　うさこちゃんのはたけ　もりのサンドイッチやさん　もりのおべんとうやさ
ん　もりのじてんしゃやさん　もりのほんやさん　もりのアイスクリームやさん　もりのとけいやさん　も
りのおもちゃやさん　いとよ　かぜひきのころわん　ねこの絵本　まどからのおくりもの　もりのピザやさ
ん　もりのクリーニングやさん　かみさまからのおくりもの　月をみよう　りりりりり　クリスマスのころ
わん　ころわんはおにいちゃん　ゆきのひのころわん　5 月のあかちゃん　12 月のあかちゃん　7 月のあか
ちゃん　11 月のあかちゃん　おさるのジョージききゆうにのる　クリスマスおめでとう　14 ひきのこもりう
た　しんせつなともだち　サーカスがやってきた　おばくかいぞくのいちにち　なぞなぞえほん 1 のまき　
たべたのだあれ　だんまりこうろぎ　ピーターラビットのおはなし　さつまのおいも　2 月のあかちゃん　
ゆうたのおかあさん　とんとんとうもろこし
事例□Ⅳ：もりのクリーニングやさん　むしをさがそう　もりのアイスクリームやさん　もりのサンドイッチ
やさん　もりのおもちゃやさん　こうちゅう　つきがみていたはなし　おしいれのぼうけん　ロボットカミ
イ（2 回）　ひばりの矢　くものひみつ　くりすますの 12 にち　かぶと虫　こねこねこねこ　恐竜図鑑新事
典（2 回）　かまきりのかんさつ　サクラの一生　りんご　りんごがたべたいねずみくん　ねずみくんとゆ
きだるま　またまたねずみくんのチョッキ　ぞうさんとねずみくん　まどからのおくりもの　かたつむり　
サーカスがやってきた　きいろいのはちょうちょ　ねずみくんとブランコ　ウオーリーのふしがなたび　は
はははは　ぞうさんとねずみくん　ねずみくんのたんじょうび　トリケラトプスジュラ紀にいく　キャベツ
くんのにちようび　またまたねずみくんのチョッキ　ねずみくんのひみつ　ちいさなサンタまちにいく　ね
ずみくんねずみくん　ねみちゃんとねずみくん　ねずみくんのおんがくかい　スプーンおばさんのクリスマ
ス　むしたちのおまつり　すたすたかたつむり　くれよんのくろくん　ポットくんのおしり　おばけのひっ
こし　じごくのそうべい　むしのうんこ　とべバッタ　くもくん　ウオーリーをおえ　あしたもともだち
SachikoUsui.indd   14 2009/03/16   15:31:17
